
学則の変更の趣旨等を記載した書類 

ア 学則変更（収容定員変更）の内容

香川大学医学部医学科の平成 20 年度以降の入学定員については、平成 21年度に「緊

急医師確保対策」に基づき平成 29 年度までの期限を付した 5 名の臨時定員増及び「経

済財政改革の基本方針 2008」に基づき 5 名の恒久定員増を、平成 22 年度に「経済財政

改革の基本方針 2009」に基づき平成 31 年度までの期限を付した７名の臨時定員増を、

また、平成 24 年度及び平成 25 年度に「新成長戦略」に基づき平成 31 年度までの期限

を付した各 1名の臨時定員増を、平成 29 年度を期限とする 5名の入学定員については、

平成 30 年度に「新成長戦略」等を踏まえ、地域の医師確保等の観点から、平成 31 年度

までの期限を付した 5名の地域枠として再度の臨時定員増を、それぞれ実施した。 

平成 31 年度を期限とする 14 名（「緊急医師確保対策」に基づく 5 名並びに「経済財

政改革の基本方針 2009」及び「新成長戦略」に基づく 9名）の入学定員について、平成

30 年 6 月 15 日の閣議決定「経済財政運営と改革の基本方針 2018」を踏まえ、地域の医

師確保等の観点から、平成 31 年度までに認可を受けた臨時的な定員数から 2 年間を通

じて地域枠の学生を確保できていない定員数を減じた数を上限として令和 3年度までの

期限を付した再度の入学定員増を行い、令和 2年度の入学定員を再度の定員増を行わな

かった場合の 95 名から 109 名に変更する。 

これに併せて、収容定員についても令和 3年度までの期限を付した臨時の入学定員増

を踏まえ、再度の定員増を行わなかった場合の 595 名から 623 名に変更する。 

イ 学則変更（収容定員変更）の必要性

医療は国民生活に欠くべからざるものであり、誰もがいずれの地域にあっても必要な

医療を受けられ、また地域医療に従事する医療従事者が働きがいを感じる医療の現場を

実現していくことが必要である。 

香川県においては、へき地医療を担う医師や産婦人科と麻酔科などの医師数が全国平

均を下回っており、どこでも、適切な医療を享受できる体制を一層整備する必要がある。 

政府の「地域の医師確保等の観点からの医学部入学定員の増加について」に基づき「地

域の医療が改善されたと実感できる」実効性のある策を講じて地域医療の向上に寄与す

るため、令和 2 年度から医学部医学科の入学定員を 14 名増加する。同時に、学生を卒

業後、地域に定着させるための大学の取組として、地域医療に貢献するマインドを持っ

た医師を養成するための教育プログラムを一層整備する。併せて、卒業生による地域医

療への貢献を促進するための取組を実施する。 

ウ 学則変更（収容定員変更）に伴う教育課程等の変更内容

【地域医療を担う医師の養成に関する取組の変遷】 

①1 年次の授業科目「医学概論」において、香川県立中央病院へき地医療支援セ

ンター医師による講義「医療と地域社会」を実施している。また、「医療プロフ
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ェッショナリズムの実践Ⅰ」では、山間部医療、在宅医療について、学外の医

師から実践的な講義を実施している。平成 24 年度からは地域の医療機関、老人

保健施設、福祉施設等にて見学実習を実施している。 

②3 年次の授業科目「課題実習」において、平成 21 年度から地域医療実習を行う

コースを設けている。

③香川大学医学部附属病院地域医療教育支援センター（平成 22 年 7 月設置）により、

平成 23 年度から医学実習Ⅰの中で、地域医療臨床実習を 1週間実施している。これは、

県内の地域医療の基幹となる医療機関での実習であり、当初 6 医療機関で開始された

が、現在は 12医療機関の協力を得て実施している。さらに医学実習Ⅱは、実習期間を

平成 30 年度から 3 クール（9 週）、平成 31 年度からさらに 2 クール（6 週）増やし計

27 週とし、履修年次は 6年次から 5・6年次にまたがる必修科目となった。また、地域

医療等の病院での地域医療臨床実習は、3週間の選択必修から必修へ変更し、当初 3医

療機関で開始されたが、現在は 11医療機関の協力を得て実施している。これ以外にも、

附属病院総合内科をはじめとした臨床系講座が、県内の病院、診療所での実習を実施

している。以上により、医学実習Ⅰ・Ⅱの実習期間は合計 69 週となっている。

④6 年次の授業科目「医療総合講義」において、「地域に求められる医師像～在

宅医療・高齢者医療を中心に」の講義を、香川大学医学部附属病院地域医療教

育支援センターが中心になり実施している。

⑤香川大学医学部附属病院卒後臨床研修センター（平成 15 年 4 月設置）に専任教

員を配置し、研修環境やシステムの充実、研修医のニーズに応じた自由度の高

い研修プログラムを提供している。

⑥香川大学医学部附属病院卒後臨床研修プログラムでは、2 年目に研修医全員が

3 ｹ月以上最長１年の期間、県内の協力型病院にて研修し、卒後臨床研修を通じ

て地域医療に貢献している。

⑦香川大学医学部附属病院卒後臨床研修センターが中心となり、香川県での地域

密着循環型の卒後臨床研修及び専門医研修のシステムにつき、在学生には低学

年から定期的に実施している。 

⑧平成 24 年度に策定された「新地域医療再生計画」に基づき、香川県及び県内の

自治体から「神経難病講座」「地域包括医療学講座」「地域連携精神医学講座」

「地域医療再生医学講座」「自治体病院支援・推進医学講座」「地域医療連携

医学講座」「循環器・腎臓疾患地域医療学講座」の地域医療に関連する寄付講

座が開設され、より充実した地域医療教育が可能となった。

⑨香川県と連携し、在学中の県民医療推進枠及び地域医療推進枠の学生(修学生)に対し、

香川県内の地域医療の現場を地域住民と触れ合いながら学べる機会（地域医療スピリ

ット）を提供している。
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国公私立

国立

１．現在（令和元年度）の入学定員（編入学定員）及び収容定員
入学定員 2年次編入学定員 3年次編入学定員 収容定員

109 5 0 679

（収容定員計算用）
H26 H27 H28 H29 H30 R1 計
109 109 109 109 109 109 654

5 5 5 5 5 0 25
（ウ）3年次編入学定員 0 0 0 0 0 0 0

114 114 114 114 114 109 679

２．本増員計画による入学定員増を行わない場合の令和2年度の入学定員（編入学定員）及び収容定員

入学定員 2年次編入学定員 3年次編入学定員 収容定員
95 5 0 595

（収容定員計算用）
R2 R3 R4 R5 R6 R7 計

95 95 95 95 95 95 570
5 5 5 5 5 0 25

（ウ）3年次編入学定員 0 0 0 0 0 0 0
100 100 100 100 100 95 595

３．令和2年度の増員計画
入学定員 2年次編入学定員 3年次編入学定員 収容定員

109 5 0 623

（収容定員計算用）
R2 R3 R4 R5 R6 R7 計
109 109 95 95 95 95 598

5 5 5 5 5 0 25
（ウ）3年次編入学定員 0 0 0 0 0 0 0

114 114 100 100 100 95 623

14

（内訳）

14

0

0

14計

（ア）入学定員

（臨時的な措置で減員し
た場合、その人数）

増員希望人数

(2) 研究医養成のための入学定員／編入学定員増（研
究医枠）

(3) 歯学部入学定員の削減を行う大学の特例に伴う入学
定員／編入学定員増（歯学部振替枠）

(1) 地域の医師確保のための入学定員／編入学定員増
（地域枠）

（イ）2年次編入学定員

計

大学名

香川大学

（臨時的な措置で減員し
た場合、その人数）

（ア）入学定員
（イ）2年次編入学定員

計

計

（ア）入学定員
（イ）2年次編入学定員
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２
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大
学
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１
－

１
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語

　
『英

』，
『独

』，
『仏

』，
『中

』，
『韓

』か
ら

1科
目

【個
別

学
力

検
査

等
】〔

３
教

科
４

科
目

〕
数

学
　

『数
Ⅰ

・数
Ⅱ

・数
Ⅲ

・数
Ａ

・数
Ｂ

』
　

必
須

理
科

　
『物

基
・物

』，
『化

基
・化

』，
『生

基
・生

』か
ら

2科
目

外
国

語
　

『英
語

』　
必

須
小

論
文

出
題

は
，

英
語

に
よ

る
問

題
（小

論
文

Ⅰ
）と

日
本

語
に

よ
る

理
科

系
の

論
述

式
問

題
（小

論
文

Ⅱ
）と

し
ま

す
。

面
接

医
学

科
に

お
け

る
面

接
は

，
医

師
及

び
医

学
研

究
者

と
し

て
の

適
性

を
み

る
た

め
に

行
い

ま
す

。
地

域
医

療
推

進
枠

「地
域

医
療

推
進

枠
」の

大
学

入
試

セ
ン

タ
ー

試
験

の
教

科
・科

目
及

び
個

別
学

力
検

査
等

の
実

施
教

科
・科

目
等

に
つ

い
て

は
，

一
般

入
試

（前
期

日
程

）と
同

じ
で

す
。

そ
れ

に
加

え
，

香
川

県
に

よ
る

面
接

が
あ

り
ま

す
。

・医
学

部
医

学
科

前
期

日
程

で
は

，
面

接
の

結
果

を
も

っ
て

不
合

格
と

な
る

こ
と

が
あ

り
ま

す
。

こ
れ

に
加

え
，

地
域

医
療

推
進

枠
で

は
，

香
川

県
に

よ
る

面
接

の
お

結
果

を
参

考
と

し
て

合
否

を
決

定
し

ま
す

。

名
称

選
抜

方
式

開
始

年
度

備
考

前
期

日
程

に
お

い
て

、
地

域
医

療
推

進
枠

に
出

願
で

き
る

者
は

、
一

般
入

試
学

生
募

集
要

項
の

出
願

資
格

に
該

当
し

、
か

つ
、

「地
域

医
療

推
進

枠
」で

出
願

し
合

格
し

た
場

合
は

、
次

の
要

件
す

べ
て

を
満

た
し

て
入

学
を

確
約

で
き

る
者

に
限

り
ま

す
。

な
お

、
地

域
医

療
推

進
枠

に
出

願
す

る
者

は
、

通
常

の
一

般
入

試
（一

般
枠

）を
併

せ
て

出
願

す
る

こ
と

が
で

き
ま

す
。

①
  
香

川
県

内
の

高
等

学
校

を
卒

業
し

た
者

又
は

平
成

31
年

３
月

ま
で

に
卒

業
見

込
み

の
者

②
  
「香

川
県

医
学

生
修

学
資

金
」の

貸
付

け
を

受
け

る
意

思
の

あ
る

者
③

  
将

来
、

香
川

県
が

別
途

定
め

る
医

療
機

関
(香

川
県

内
の

公
立

病
院

等
)で

一
定

期
間

（
９

年
間

）医
師

の
業

務
に

従
事

す
る

意
思

の
あ

る
者

出
願

要
件

（
※

1
）

次
の

各
号

の
要

件
す

べ
て

に
該

当
す

る
者

で
あ

っ
て

，
人

物
が

優
秀

で
，

高
等

学
校

長
が

責
任

を
も

っ
て

推
薦

で
き

る
者

(1
) 
高

等
学

校
を

平
成

2
9
年

４
月

以
降

に
卒

業
し

た
者

及
び

平
成

3
1
年

３
月

に
卒

業
見

込
み

の
者

(2
) 
高

等
学

校
に

お
け

る
学

習
成

績
が

優
秀

で
，

か
つ

，
調

査
書

の
学

習
成

績
概

評
が

Ａ
段

階
に

属
す

る
者

(3
) 
高

等
学

校
に

お
い

て
，

物
理

，
化

学
及

び
生

物
（理

数
科

に
あ

っ
て

は
，

理
数

物
理

，
理

数
化

学
及

び
理

数
生

物
）の

う
ち

か
ら

２
科

目
以

上
，

数
学

Ⅲ
，

数
学

Ａ
及

び
数

学
Ｂ

（
理

数
科

に
あ

っ
て

は
，

理
数

数
学

Ⅰ
及

び
理

数
数

学
Ⅱ

）並
び

に
コ

ミ
ュ

ニ
ケ

ー
シ

ョ
ン

英
語

Ⅲ
及

び
英

語
表

現
Ⅱ

を
履

修
（
見

込
み

を
含

む
。

）
し

た
者

た
だ

し
，

教
育

課
程

の
編

成
等

に
よ

り
履

修
内

容
が

上
記

科
目

区
分

に
よ

ら
な

い
場

合
，

ま
た

外
国

の
高

等
学

校
で

の
取

得
単

位
を

高
等

学
校

の
卒

業
要

件
に

し
て

い
る

者
に

つ
い

て
は

，
履

修
科

目
に

つ
い

て
弾

力
的

に
取

り
扱

う
余

地
が

あ
り

ま
す

の
で

，
高

等
学

校
長

を
通

じ
て

必
ず

平
成

3
0
年

1
0
月

１
日

(月
)ま

で
に

問
い

合
わ

せ
て

く
だ

さ
い

。
所

定
の

期
日

ま
で

に
問

い
合

わ
せ

の
な

い
場

合
は

，
出

願
を

受
理

し
ま

せ
ん

。
(4

) 
合

格
し

た
場

合
は

，
入

学
を

確
約

で
き

る
者

【
推

薦
人

員
】

卒
業

見
込

者
：１

校
に

つ
き

６
人

ま
で

と
し

ま
す

。
既

卒
者

：１
校

に
つ

き
１

人
ま

で
と

し
ま

す
。

た
だ

し
，

香
川

県
内

の
高

等
学

校
に

つ
い

て
は

，
１

校
に

つ
き

６
人

ま
で

と
し

ま
す

。
「
県

民
医

療
推

進
枠

」
募

集
人

員
５

人
県

民
医

療
推

進
枠

に
出

願
す

る
場

合
に

は
，

通
常

の
推

薦
入

試
と

併
せ

て
出

願
す

る
こ

と
が

で
き

ま
す

。
前

記
，

医
学

部
医

学
科

の
要

件
す

べ
て

に
該

当
し

，
か

つ
，

次
の

要
件

す
べ

て
に

該
当

す
る

者
で

あ
っ

て
，

人
物

が
優

秀
で

，
将

来
，

香
川

県
内

の
地

域
医

療
に

貢
献

し
た

い
と

い
う

強
い

意
志

を
持

ち
，

高
等

学
校

長
が

責
任

を
も

っ
て

推
薦

で
き

る
者

に
限

り
ま

す
。

(1
) 
香

川
県

内
の

高
等

学
校

を
平

成
2
9
年

４
月

以
降

に
卒

業
し

た
者

及
び

平
成

3
1
年

３
月

に
卒

業
見

込
み

の
者

(2
) 
「
香

川
県

医
学

生
修

学
資

金
」の

貸
付

け
を

受
け

る
意

思
の

あ
る

者
(3

) 
将

来
，

県
が

別
途

定
め

る
医

療
機

関
（
香

川
県

内
の

公
立

病
院

等
）
で

一
定

期
間

（
９

年
間

）
，

医
師

の
業

務
に

従
事

す
る

意
思

の
あ

る
者

香
川

県
医

学
生

修
学

資
金

の
概

要
貸

与
額

　
月

額
1
2
0
,0

0
0
円

　
　

　
貸

与
期

間
　

６
年

間
貸

付
申

請
（
平

成
3
1年

４
月

予
定

）
の

際
に

は
，

連
帯

保
証

人
（
独

立
の

生
計

を
営

み
，

修
学

資
金

の
返

還
の

義
務

を
負

担
す

る
こ

と
が

で
き

る
成

年
者

）２
名

が
必

要
と

な
り

ま
す

。
一

定
の

条
件

を
満

た
せ

ば
修

学
資

金
の

返
還

は
免

除
さ

れ
ま

す
。

詳
細

は
，

香
川

県
ホ

ー
ム

ペ
ー

ジ
（
h
tt

ps
:/

/w
w
w
.p

re
f.
ka

ga
w
a.

lg
.jp

/
）か

ら
 「

香
川

県
医

学
生

修
学

資
金

貸
付

」
で

検
索

。
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②
令

和
2
年

度
に

実
施

す
る

地
域

枠
学

生
の

選
抜

に
つ

い
て

、
下

記
を

ご
記

入
く
だ

さ
い

。
複

数
種

類
の

選
抜

を
行

っ
て

い
る

場
合

に
は

、
そ

れ
ぞ

れ
ご

記
入

く
だ

さ
い

。
ま

た
、

参
考

と
し

て
学

生
募

集
要

項
の

写
し

を
ご

提
出

く
だ

さ
い

。

募
集

人
数

う
ち

臨
時

定
員

分

県
民

医
療

推
進

枠

（
ⅰ

）
推

薦
入

試
（
指

定
校

推
薦

を
含

む
）

別
枠

（
区

別
型

）
25

5
H

2
1
以

前

地
域

医
療

推
進

枠

（
ⅲ

）
一

般
入

試
地

域
枠

（
前

期
・
後

期
）

別
枠

（
区

別
型

）
59

9
H

22

合
計

84
14

（
※

1
）
貴

大
学

に
て

作
成

予
定

の
学

生
募

集
要

項
の

事
項

を
そ

の
ま

ま
ご

記
入

く
だ

さ
い

。
※

空
欄

が
あ

る
場

合
は

、
何

も
記

入
せ

ず
に

そ
の

ま
ま

ご
提

出
く
だ

さ
い

。

入
学

者
の

選
抜

は
，

大
学

入
試

セ
ン

タ
ー

試
験

と
本

学
が

実
施

す
る

個
別

学
力

検
査

等
の

成
績

及
び

調
査

書
の

内
容

等
を

総
合

し
て

行
い

ま
す

。
《合

否
判

定
基

準
》

・総
合

点
に

よ
り

合
否

を
判

定
し

ま
す

。
・医

学
部

医
学

科
前

期
日

程
で

は
，

面
接

の
結

果
を

も
っ

て
不

合
格

と
な

る
こ

と
が

あ
り

ま
す

。
こ

れ
に

加
え

，
地

域
医

療
推

進
枠

で
は

，
香

川
県

に
よ

る
面

接
の

結
果

を
参

考
と

し
て

合
否

を
決

定
し

ま
す

。
（募

集
に

つ
い

て
は

調
整

中
。

）
【大

学
入

試
セ

ン
タ

ー
試

験
の

利
用

教
科

・科
目

名
】〔

５
教

科
７

科
目

〕
国

語
　

 『
国

語
』　

必
須

地
歴

・公
民

　
「世

Ｂ
」，

「日
Ｂ

」，
「地

理
Ｂ

」，
「現

社
」，

「倫
」，

「政
経

」，
『倫

・政
経

』か
ら

1科
目

数
学

　
『数

Ⅰ
・数

Ａ
』　

必
須

　
『数

Ⅱ
・数

Ｂ
』，

『
簿

・
会

』，
『
情

報
』か

ら
1科

目
理

科
　

「物
」，

「化
」，

「生
」
か

ら
2科

目
外

国
語

　
『英

』，
『独

』，
『仏

』，
『中

』，
『韓

』か
ら

1科
目

【個
別

学
力

検
査

等
】〔

３
教

科
４

科
目

〕
数

学
　

『数
Ⅰ

・数
Ⅱ

・数
Ⅲ

・数
Ａ

・数
Ｂ

』
　

必
須

理
科

　
『物

基
・物

』，
『化

基
・化

』，
『生

基
・生

』か
ら

2科
目

外
国

語
　

『英
語

』　
必

須
小

論
文

出
題

は
，

英
語

に
よ

る
問

題
（小

論
文

Ⅰ
）と

日
本

語
に

よ
る

理
科

系
の

論
述

式
問

題
（小

論
文

Ⅱ
）と

し
ま

す
。

面
接

医
学

科
に

お
け

る
面

接
は

，
医

師
及

び
医

学
研

究
者

と
し

て
の

適
性

を
み

る
た

め
に

行
い

ま
す

。
地

域
医

療
推

進
枠

「地
域

医
療

推
進

枠
」の

大
学

入
試

セ
ン

タ
ー

試
験

の
教

科
・科

目
及

び
個

別
学

力
検

査
等

の
実

施
教

科
・科

目
等

に
つ

い
て

は
，

一
般

入
試

（前
期

日
程

）と
同

じ
で

す
。

そ
れ

に
加

え
，

香
川

県
に

よ
る

面
接

が
あ

り
ま

す
。

（募
集

に
つ

い
て

は
調

整
中

で
す

）。

前
期

日
程

に
お

い
て

、
地

域
医

療
推

進
枠

に
出

願
で

き
る

者
は

、
一

般
入

試
学

生
募

集
要

項
の

出
願

資
格

に
該

当
し

、
か

つ
，

「地
域

医
療

推
進

枠
」で

出
願

し
合

格
し

た
場

合
は

，
次

の
要

件
す

べ
て

を
満

た
し

て
入

学
を

確
約

で
き

る
者

に
限

り
ま

す
（募

集
に

つ
い

て
は

調
整

中
）
。

　
な

お
，

地
域

医
療

推
進

枠
に

出
願

す
る

者
は

，
通

常
の

一
般

入
試

（一
般

枠
）を

併
せ

て
出

願
す

る
こ

と
が

で
き

ま
す

（募
集

に
つ

い
て

は
調

整
中

）。
①

香
川

県
内

の
高

等
学

校
を

卒
業

し
た

者
又

は
20

20
年

３
月

ま
で

に
卒

業
見

込
み

の
者

②
「香

川
県

医
学

生
修

学
資

金
」
の

貸
付

け
を

受
け

る
意

思
の

あ
る

者
③

将
来

，
香

川
県

が
別

途
定

め
る

医
療

機
関

（
香

川
県

内
の

公
立

病
院

等
）で

一
定

期
間

(９
年

間
)医

師
の

業
務

に
従

事
す

る
意

思
の

あ
る

者
※

「香
川

県
医

学
生

修
学

資
金

」の
詳

細
は

，
香

川
県

ホ
ー

ム
ペ

ー
ジ

（h
tt

ps
:/

/w
w

w
.p

re
f.
ka

ga
w

a.
lg

.jp
/）

か
ら

「香
川

県
医

学
生

修
学

資
金

貸
付

」で
検

索
し

て
く
だ

さ
い

。

R
１

年
1
1
月

上
旬

公
表

予
定

の
た

め
（
学

生
募

集
要

項
案

）

名
称

選
抜

方
式

・ 
学

校
長

か
ら

提
出

さ
れ

る
推

薦
書

・
調

査
書

の
内

容
及

び
本

学
部

が
実

施
す

る
小

論
文

・面
接

の
結

果
を

総
合

的
に

判
断

し
，

大
学

入
試

セ
ン

タ
ー

試
験

の
成

績
を

参
考

に
し

て
合

格
者

を
決

定
し

ま
す

。
・ 

大
学

入
試

セ
ン

タ
ー

試
験

の
『英

語
』は

，
筆

記
試

験
及

び
リ

ス
ニ

ン
グ

の
成

績
を

利
用

し
ま

す
。

た
だ

し
，

大
学

入
試

セ
ン

タ
ー

か
ら

リ
ス

ニ
ン

グ
を

免
除

さ
れ

た
者

は
，

筆
記

試
験

の
み

と
し

ま
す

。
《合

否
判

定
基

準
》

ア
 小

論
文

と
面

接
評

価
の

総
合

点
で

順
位

を
決

定
し

ま
す

。
た

だ
し

，
小

論
文

又
は

面
接

の
い

ず
れ

か
一

方
を

受
験

し
て

い
な

い
場

合
は

,本
学

の
合

格
者

と
は

な
り

ま
せ

ん
。

イ
 本

学
が

指
定

し
た

大
学

入
試

セ
ン

タ
ー

試
験

の
成

績
が

本
学

の
定

め
る

基
準

に
満

た
な

い
者

は
，

総
合

点
の

如
何

に
か

か
わ

ら
ず

不
合

格
と

し
ま

す
。

ま
た

，
面

接
の

結
果

を
も

っ
て

総
合

点
の

如
何

に
か

か
わ

ら
ず

不
合

格
と

な
る

こ
と

が
あ

り
ま

す
。

ウ
 県

民
医

療
推

進
枠

に
あ

っ
て

は
，

上
記

に
加

え
香

川
県

に
よ

る
面

接
の

結
果

を
参

考
と

し
て

合
否

を
決

定
し

ま
す

。
※

上
記

の
合

否
判

定
基

準
に

関
す

る
個

別
の

問
い

合
わ

せ
に

つ
い

て
は

，
応

じ
ら

れ
ま

せ
ん

。
①

 小
 論

 文
小

論
文

は
，

単
な

る
作

文
力

の
テ

ス
ト

で
は

な
く
，

学
校

長
か

ら
提

出
さ

れ
る

推
薦

書
及

び
調

査
書

の
記

載
内

容
等

を
補

完
す

る
と

と
も

に
，

大
学

入
試

セ
ン

タ
ー

試
験

で
は

み
る

こ
と

が
で

き
な

い
論

理
的

思
考

力
，

倫
理

観
，

社
会

性
等

を
み

る
た

め
に

行
い

ま
す

。
小

論
文

の
出

題
は

，
英

語
に

よ
る

問
題

（小
論

文
Ⅰ

）と
日

本
語

に
よ

る
理

科
系

の
論

述
式

問
題

（
小

論
文

Ⅱ
）と

し
ま

す
。

②
 面

 接
面

接
は

，
医

師
及

び
医

学
研

究
者

と
な

る
に

ふ
さ

わ
し

い
適

性
を

み
る

た
め

に
行

い
ま

す
。

な
お

，
志

望
理

由
書

，
推

薦
書

，
調

査
書

を
面

接
の

重
要

な
資

料
と

し
て

用
い

ま
す

。
県

民
医

療
推

進
枠

に
あ

っ
て

は
，

通
常

の
面

接
に

加
え

，
香

川
県

に
よ

る
面

接
が

あ
り

ま
す

。

次
の

各
号

の
要

件
す

べ
て

に
該

当
す

る
者

で
あ

っ
て

，
人

物
が

優
秀

で
，

高
等

学
校

長
が

責
任

を
も

っ
て

推
薦

で
き

る
者

(1
) 
高

等
学

校
を

2
01

8
年

４
月

以
降

に
卒

業
し

た
者

及
び

2
02

0
年

３
月

に
卒

業
見

込
み

の
者 (2

) 
高

等
学

校
に

お
け

る
学

習
成

績
が

優
秀

で
，

か
つ

，
調

査
書

の
学

習
成

績
概

評
が

Ａ
段

階
に

属
す

る
者

(3
) 
高

等
学

校
に

お
い

て
，

物
理

，
化

学
及

び
生

物
（理

数
科

に
あ

っ
て

は
，

理
数

物
理

，
理

数
化

学
及

び
理

数
生

物
）の

う
ち

か
ら

２
科

目
以

上
，

数
学

Ⅲ
，

数
学

Ａ
及

び
数

学
Ｂ

（
理

数
科

に
あ

っ
て

は
，

理
数

数
学

Ⅰ
及

び
理

数
数

学
Ⅱ

）並
び

に
コ

ミ
ュ

ニ
ケ

ー
シ

ョ
ン

英
語

Ⅲ
及

び
英

語
表

現
Ⅱ

を
履

修
（
見

込
み

を
含

む
。

）
し

た
者

た
だ

し
，

教
育

課
程

の
編

成
等

に
よ

り
履

修
内

容
が

上
記

科
目

区
分

に
よ

ら
な

い
場

合
，

ま
た

外
国

の
高

等
学

校
で

の
取

得
単

位
を

高
等

学
校

の
卒

業
要

件
に

し
て

い
る

者
に

つ
い

て
は

，
履

修
科

目
に

つ
い

て
弾

力
的

に
取

り
扱

う
余

地
が

あ
り

ま
す

の
で

，
高

等
学

校
長

を
通

じ
て

必
ず

2
0
19

年
10

月
１

日
(火

)ま
で

に
問

い
合

わ
せ

て
く
だ

さ
い

。
所

定
の

期
日

ま
で

に
問

い
合

わ
せ

の
な

い
場

合
は

，
出

願
を

受
理

し
ま

せ
ん

。
(4

) 
合

格
し

た
場

合
は

，
入

学
を

確
約

で
き

る
者

【
推

薦
人

員
】

卒
業

見
込

者
：１

校
に

つ
き

６
人

ま
で

と
し

ま
す

。
既

卒
者

：１
校

に
つ

き
１

人
ま

で
と

し
ま

す
。

た
だ

し
，

香
川

県
内

の
高

等
学

校
に

つ
い

て
は

，
１

校
に

つ
き

６
人

ま
で

と
し

ま
す

。
「
県

民
医

療
推

進
枠

」
募

集
人

員
５

人
県

民
医

療
推

進
枠

に
出

願
す

る
場

合
に

は
，

通
常

の
推

薦
入

試
と

併
せ

て
出

願
す

る
こ

と
が

で
き

ま
す

。
前

記
，

医
学

部
医

学
科

の
要

件
す

べ
て

に
該

当
し

，
か

つ
，

次
の

要
件

す
べ

て
に

該
当

す
る

者
で

あ
っ

て
，

人
物

が
優

秀
で

，
将

来
，

香
川

県
内

の
地

域
医

療
に

貢
献

し
た

い
と

い
う

強
い

意
志

を
持

ち
，

高
等

学
校

長
が

責
任

を
も

っ
て

推
薦

で
き

る
者

に
限

り
ま

す
。

(1
) 
香

川
県

内
の

高
等

学
校

を
2
01

8
年

４
月

以
降

に
卒

業
し

た
者

及
び

2
0
2
0
年

３
月

に
卒

業
見

込
み

の
者

(2
) 
「
香

川
県

医
学

生
修

学
資

金
」※

の
貸

付
け

を
受

け
る

者
(3

) 
将

来
，

県
が

別
途

定
め

る
医

療
機

関
（
香

川
県

内
の

公
立

病
院

等
）
で

一
定

期
間

（
９

年
間

）
，

医
師

の
業

務
に

従
事

す
る

意
思

の
あ

る
者

※
「
香

川
県

医
学

生
修

学
資

金
」の

詳
細

は
，

香
川

県
ホ

ー
ム

ペ
ー

ジ
（
ht

tp
s:
//

w
w
w
.p

re
f.
ka

ga
w
a
.lg

.jp
/
）
か

ら
 「

香
川

県
医

学
生

修
学

資
金

貸
付

」
で

検
索

し
て

く
だ

さ
い

。

入
試

区
分

選
抜

方
法

（
※

1
）

出
願

要
件

（
※

1
）

開
始

年
度

備
考
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１
－

２
．

教
育

内
容

②
（
過

去
に

地
域

枠
を

設
定

し
た

こ
と

が
あ

る
場

合
）
こ

れ
ま

で
の

取
組

・
実

績
を

、
3
～

5
行

程
度

で
簡

潔
に

ご
記

入
く
だ

さ
い

。

③
上

記
①

の
教

育
内

容
（
正

規
科

目
）
に

つ
い

て
、

講
義

・
実

習
科

目
内

容
を

ご
記

入
く
だ

さ
い

。
ま

た
、

参
考

と
し

て
シ

ラ
バ

ス
の

写
し

を
ご

提
出

く
だ

さ
い

。

地
域

枠
学

生
そ

の
他

の
学

生
１

年
次

医
学

概
論

全
員

必
修

必
修

講
義

1

１
年

次
医

療
プ

ロ
フ

ェ
ッ

シ
ョ

ナ
リ

ズ
ム

の
実

践
Ⅰ

全
員

必
修

必
修

実
習

2

３
年

次
課

題
実

習
全

員
必

修
必

修
実

習
2

４
年

次
衛

生
学

全
員

必
修

必
修

実
習

2
４

年
次

公
衆

衛
生

学
全

員
必

修
必

修
実

習
2

４
～

５
年

次
医

学
実

習
Ⅰ

全
員

必
修

必
修

実
習

14
５

～
６

年
次

医
学

実
習

Ⅱ
全

員
必

修
必

修
実

習
8

（
※

1
）
対

象
者

は
、

当
該

講
義

・
実

習
を

受
講

可
能

な
学

生
を

「
地

域
枠

学
生

」
「
全

員
」
の

う
ち

か
ら

選
択

く
だ

さ
い

。
（
地

域
枠

学
生

の
希

望
者

の
み

の
場

合
は

、
対

象
者

を
「
地

域
枠

学
生

」
、

必
修

／
選

択
の

別
を

「
選

択
」
と

ご
記

載
く
だ

さ
い

。
）

※
空

欄
が

あ
る

場
合

は
、

何
も

記
入

せ
ず

そ
の

ま
ま

に
ご

提
出

く
だ

さ
い

。

1
年

次
に

は
、

「
医

学
概

論
」
に

お
い

て
「
医

療
と

地
域

社
会

」
の

講
義

や
「
医

療
プ

ロ
フ

ェ
ッ

シ
ョ

ナ
リ

ズ
ム

の
実

践
Ⅰ

」
と

し
て

地
域

の
医

療
機

関
・
老

人
保

健
施

設
等

で
の

臨
地

実
習

を
実

施
し

て
い

る
。

3
年

次
に

は
、

「
課

題
実

習
」
に

お
い

て
地

域
医

療
実

習
を

行
う

コ
ー

ス
を

設
け

て
い

る
。

4
年

次
に

は
、

「
衛

生
学

」
に

お
い

て
香

川
県

環
境

保
健

研
究

セ
ン

タ
ー

等
施

設
に

て
地

域
保

健
医

療
の

見
学

実
習

及
び

「
公

衆
衛

生
学

」
に

お
い

て
「
地

域
医

療
の

現
状

と
課

題
」
講

義
や

学
外

で
の

体
験

学
習

や
訪

問
調

査
等

を
実

施
し

て
い

る
。

4
～

5
年

次
に

は
、

「
医

学
実

習
Ⅰ

」
と

し
て

1
週

間
の

地
域

医
療

臨
床

実
習

を
、

5
～

6
年

次
に

は
、

「
医

学
実

習
Ⅱ

」
と

し
て

平
成

3
0
年

度
か

ら
3
週

間
の

地
域

医
療

臨
床

実
習

を
実

施
し

て
い

る
。

対
象

学
年

講
義

・
実

習
名

対
象

者
（
※

1
）

必
修

／
選

択
の

別
講

義
／

実
習

の
別

単
位 数

H
2
1
以

前
H

30

開
始

年
度

H
2
1
以

前

H
24

H
2
1
以

前
H

2
1
以

前
H

2
1
以

前

①
地

域
枠

学
生

が
卒

後
に

勤
務

す
る

こ
と

が
見

込
ま

れ
る

都
道

府
県

で
の

地
域

医
療

実
習

な
ど

、
地

域
医

療
を

担
う

医
師

養
成

の
観

点
か

ら
の

教
育

内
容

の
概

要
（
令

和
2
年

度
）
に

つ
い

て
、

5
～

6
行

程
度

で
簡

潔
に

ご
記

入
く
だ

さ
い

。

（
参

考
：
記

入
例

）
平

成
○

年
度

か
ら

地
域

枠
に

よ
る

増
員

を
開

始
し

、
□

□
、

■
■

な
ど

の
取

組
を

行
っ

て
き

た
。

令
和

元
年

度
ま

で
に

△
名

の
地

域
枠

学
生

を
確

保
し

、
そ

の
う

ち
▲

名
が

現
在

～
～

と
し

て
地

域
医

療
に

貢
献

し
て

い
る

。

（
参

考
：
記

入
例

）
1
～

2
年

次
に

は
、

「
○

○
」
と

い
う

科
目

を
開

講
す

る
と

と
も

に
「
△

△
」
を

必
修

化
し

、
～

～
を

学
ん

で
い

る
。

3
～

4
年

次
に

は
、

×
×

実
習

を
行

い
、

～
～

を
学

ん
で

い
る

。
ま

た
キ

ャ
リ

ア
支

援
と

し
て

□
□

を
実

施
し

て
い

る
。

令
和

2
年

度
か

ら
は

、
■

■
を

新
た

に
開

始
す

る
な

ど
、

～
～

を
図

る
こ

と
と

し
て

い
る

。
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④
大

学
の

正
規

科
目

以
外

で
、

提
供

す
る

地
域

医
療

教
育

プ
ロ

グ
ラ

ム
が

あ
れ

ば
、

そ
の

内
容

を
ご

記
入

く
だ

さ
い

。

対
象

学
年

プ
ロ

グ
ラ

ム
名

対
象

者
（
※

1
）

期
間

（
例

：
○

週
間

）
開

始
年

度

（
※

1
）
対

象
者

は
、

当
該

講
義

・
実

習
を

受
講

可
能

な
学

生
を

「
地

域
枠

学
生

」
「
全

員
」
の

う
ち

か
ら

選
択

く
だ

さ
い

。
※

空
欄

が
あ

る
場

合
は

、
何

も
記

入
せ

ず
に

ご
提

出
く
だ

さ
い

。

⑤
上

記
③

④
以

外
に

、
地

域
医

療
を

担
う

医
師

の
養

成
に

関
す

る
取

組
等

が
あ

れ
ば

、
簡

潔
に

ご
記

入
く
だ

さ
い

。
（
令

和
元

年
度

以
前

か
ら

継
続

す
る

取
組

を
含

む
）
（
1
～

2
行

程
度

）

※
空

欄
が

あ
る

場
合

は
、

何
も

記
入

せ
ず

に
そ

の
ま

ま
ご

提
出

く
だ

さ
い

。

プ
ロ

グ
ラ

ム
の

概
要

（
1
～

2
行

程
度

）

取
組

の
名

称
取

組
の

概
要

（
1
～

2
行

程
度

）
開

始
年

度

地
域

医
療

ス
ピ

リ
ッ

ト
香

川
県

と
連

携
し

、
修

学
生

に
対

し
て

香
川

県
内

の
地

域
医

療
の

現
場

を
地

域
住

民
と

触
れ

合
い

な
が

ら
学

べ
る

機
会

を
提

供
し

て
い

る
。

H
2
1
以

前

都
道

府
県

と
の

連
携
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２
．

都
道

府
県

等
と

の
連

携

月
額

総
貸

与
額

大
学

の
関

与
の

有
無

 (
※

1
）

香
川

県
5

新
入

生
12

0,
00

0
8,

64
0,

00
0

○
○

専
門

診
療

科
で

は
、

内
科

、
外

科
、

救
急

科
、

産
婦

人
科

、
小

児
科

、
総

合
医

香
川

県
9

新
入

生
12

0,
00

0
8,

64
0,

00
0

○
○

専
門

診
療

科
で

は
、

内
科

、
外

科
、

救
急

科
、

産
婦

人
科

、
小

児
科

、
総

合
医

※
空

欄
が

あ
る

場
合

は
、

何
も

記
入

せ
ず

に
そ

の
ま

ま
ご

提
出

く
だ

さ
い

。

②
そ

の
他

、
都

道
府

県
と

連
携

し
た

取
組

が
あ

れ
ば

、
簡

潔
に

ご
記

入
く
だ

さ
い

。
（
例

：
在

学
中

の
学

生
に

対
す

る
都

道
府

県
と

連
携

し
た

相
談

・
指

導
、

卒
後

の
キ

ャ
リ

ア
パ

ス
形

成
等

に
対

す
る

支
援

）
（
1
～

2
行

程
度

）

※
空

欄
が

あ
る

場
合

は
、

何
も

記
入

せ
ず

に
そ

の
ま

ま
ご

提
出

く
だ

さ
い

。

奨
学

金
の

設
定

主
体

貸
与

人
数

取
組

の
概

要
（
1
～

2
行

程
度

）
開

始
年

度
香

川
県

に
よ

る
修

学
生

と
の

個
人

面
談

香
川

県
と

連
携

し
、

医
学

部
キ

ャ
ン

パ
ス

内
で

年
1
回

は
香

川
県

と
修

学
生

と
の

個
人

面
談

の
機

会
を

持
て

る
よ

う
に

し
て

い
る

。
H

2
1
以

前

 (
※

1
）
○

の
場

合
は

、
備

考
欄

に
詳

細
を

ご
記

入
く
だ

さ
い

。

貸
与

対
象

貸
与

額
　

（
例

：
2
0
0
,0

0
0
）

返
還

免
除

要
件

医
師

の
免

許
取

得
後

直
ち

に
、

９
年

を
限

度
と

す
る

義
務

年
限

に
お

い
て

、
県

内
の

基
幹

型
臨

床
研

修
病

院
の

プ
ロ

グ
ラ

ム
に

基
づ

く
初

期
臨

床
研

修
を

開
始

し
、

こ
れ

を
終

了
し

た
後

、
引

き
続

き
、

７
年

を
限

度
と

し
て

、
知

事
が

貸
付

者
ご

と
に

指
定

す
る

医
療

機
関

等
に

お
い

て
業

務
に

従
事

し
た

と
き

。
医

師
の

免
許

取
得

後
直

ち
に

、
９

年
を

限
度

と
す

る
義

務
年

限
に

お
い

て
、

県
内

の
基

幹
型

臨
床

研
修

病
院

の
プ

ロ
グ

ラ
ム

に
基

づ
く
初

期
臨

床
研

修
を

開
始

し
、

こ
れ

を
終

了
し

た
後

、
引

き
続

き
、

７
年

を
限

度
と

し
て

、
知

事
が

貸
付

者
ご

と
に

指
定

す
る

医
療

機
関

等
に

お
い

て
業

務
に

従
事

し
た

と
き

。

選
抜

時
期

選
抜

方
法

②
大

学
に

お
け

る
選

抜
と

同
時

に
都

道
府

県
に

お
い

て
面

接
等

を
実

施

②
大

学
に

お
け

る
選

抜
と

同
時

に
都

道
府

県
に

お
い

て
面

接
等

を
実

施

取
組

の
名

称

①
都

道
府

県
が

設
定

す
る

奨
学

金
に

つ
い

て
、

以
下

を
ご

記
入

く
だ

さ
い

。
併

せ
て

、
都

道
府

県
が

厚
生

労
働

省
に

提
出

す
る

予
定

の
地

域
の

医
師

確
保

等
に

関
す

る
計

画
及

び
「
地

域
に

お
け

る
医

療
及

び
介

護
の

総
合

的
な

確
保

の
促

進
に

関
す

る
法

律
」
（
平

成
元

年
法

律
第

6
4
号

）
第

４
条

に
規

定
す

る
都

道
府

県
計

画
等

に
位

置
づ

け
る

こ
と

を
約

束
す

る
文

書
を

添
付

し
て

下
さ

い
。

な
お

、
複

数
の

奨
学

金
を

設
定

し
て

い
る

場
合

は
、

そ
れ

ぞ
れ

記
入

く
だ

さ
い

。

備
考

香
川

県
に

よ
る

面
接

の
結

果
を

参
考

と
し

て
、

合
否

を
決

定
す

る
。

（
県

民
医

療
推

進
枠

）

香
川

県
に

よ
る

面
接

の
結

果
を

参
考

と
し

て
、

合
否

を
決

定
す

る
。

（
地

域
医

療
推

進
枠

）

診
療

科
の

限
定

の
有

無

（
診

療
科

の
限

定
が

あ
る

場
合

）
そ

の
診

療
科

名
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．

そ
の

他

優
秀

な
県

内
出

身
者

の
志

願
者

増
を

図
る

た
め

、
県

内
の

高
等

学
校

や
予

備
校

等
へ

の
訪

問
の

機
会

を
設

け
、

積
極

的
に

広
報

活
動

を
行

っ
て

い
る

。
併

せ
て

、
県

内
の

高
等

学
校

等
か

ら
の

大
学

訪
問

に
つ

い
て

も
随

時
対

応
し

て
い

る
。

ま
た

、
修

学
生

に
対

し
て

、
在

学
中

は
地

域
医

療
教

育
支

援
セ

ン
タ

ー
が

、
卒

業
後

は
卒

後
臨

床
研

修
セ

ン
タ

ー
が

中
心

と
な

り
相

談
や

指
導

等
の

サ
ポ

ー
ト

を
行

っ
て

い
る

。

１
～

２
に

記
入

し
た

も
の

以
外

で
、

そ
の

他
、

地
域

の
医

師
確

保
の

観
点

か
ら

大
学

の
今

後
の

取
組

が
あ

れ
ば

、
簡

潔
に

ご
記

入
く
だ

さ
い

。
（
1
～

3
行

程
度

）
特

に
、

都
道

府
県

か
ら

の
奨

学
金

の
貸

与
を

受
け

る
者

、
地

域
枠

入
学

者
を

確
保

す
る

た
め

に
貴

大
学

で
取

り
組

ま
れ

て
い

る
こ

と
や

今
後

の
取

組
み

予
定

が
あ

り
ま

し
た

ら
、

ご
記

入
く
だ

さ
い

。
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